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［特集 小型家電と金属資源リサイクル］

小形電池の金属量推定とその廃棄行動に関する研究

浅利美鈴＊・酒井伸

［要 旨］ 小形電池に着目し。その化学性状および使用・廃棄実態，小型家電製品からの取り外しの実

態を把握し？回収 ・リサイクル検討に向けた基礎的知見を得ることを目的とした。そのために 小形電

池の化学性状把握を試みると同時に，小型家電製品中の電池保有や廃棄時の電池取り外しに関する消費

者アンケートを行い。これらの結果より。国内における小形電池に含まれる金属量を推定した。

その結果，小形電池にはレアメタルを含むさまざまな物質が含まれることが確認された。また。消費

者アンケート調査の結果．小型家電製品および、小形電池の保有状況および個数が明らかになったと同時

に，廃棄時 7割以上は小形電池を取り外していないこと，小形二次電池の回収 ・リサイクルに関する

法律やシステムの認知度は3～4害ljであることなどが明らかになった。また。家庭で保有されている小

形電池に含まれる金属量を推定すると たとえばLiは516ton. Co は3.9C:Jton. Ni は4.700ton. Cd 

は1.600tonとなり .Li. Co. Niは年間園内需要量の l～4割， Cdも同程度にあたり，回収 リサイクル

の意義が確認された。

キーワード 小形’電池 小型家電製品回収 レアメタル。アンケート

I はじめに

近年1 さまざまな小型家電製品の利用が広がる中 そ

れらの製品を支える各種小形電池の使用量も年々増加し

使い終わった電池の処分 処理についても。特に海外を

中心に問題視されている。EUでは 2006年に施行した

新電池指令（2006/66/EC）のもと，全種類の電池を対

象とした回収・リサイクルが加問国に義務づけられた。

新電池指令ではEU全体での回収 リサイクル目標が定

められ。各国が取り組みを進めている。

一方日本ではl 法的な枠組みとしては資源有効利用促

進法により小11；二次電池に関して製造者主導のもとでの

回収 リサイクルが促されているが！回収率の目標値は

ない。また。筒型の一次電池（乾電池）やボタン電池に

ついては回収を行う法的義務はなく，現在自治体や電池
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メーカーの自主的な取り組みに委ねられている。そのよ

うな状況下で。回収率は小形二次電池で、9%。一次電池

で30%，ボタン電池で01%。小形電池全体で26%と推

定され。欧州の数カ国と比較しでも！向上の余地がある

と考えられる 11。回収率が低い理由としては，小形電池

の回収制度やシステムの問題だけでなく。小型家電から

の取り外しに関する問題。消費者の情報や認識 ・理解不

足 負担感が背景にあることが示唆されている 11。また，

小口ら引が使用済小形電池に含まれる金属類の含有量お

よび埋立潜在溶出量などを調査l 実視ljし資源消費と水

質汚染潜在負荷を評価した結果によると。ニカド電池を

回収し， Cdの再資源化を促進するが重要であること，

マンガン電池やアルカリ電池についても回収 ・再資源化

の検討が必要で、あることなどが指摘されている。

本研究の目的は。小形電池の化学性状および使用 ・廃

棄実態，小型家電製品からの取り外し実態を把握し回

収 ・リサイクル検討に向けた基礎的知見を得ることにあ

る。そこで＼小形電池の化学性状把握を試みると同時に，

小形電池の保有および廃棄 小型家電製品中の電池保有

や廃棄時の電池取り外しに関する消費者アンケートを行

い。これらの結果より，囲内における小形電池に含まれ

E-mail m削 zuasari1'-eprc. kyoto-u. ac.jp る金属資源量を推定した。
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2. 電池に関する分析 ・調査方法

2. 1 電池の分析方法

まず？小71予定j也の化学性状を把揮するために！王要な

電池について l幅広い金属類の含有量を測定した。表l

に試料の概要を示す。物質としては 電池の代表成分や

有害性および希少性を持つ金属類。 Li.Cr. Mn. Co. Ni. 

Cu. Y. Zr. Cd. La. Ce. Pr. Nd. Gd. Dy. Au. Pbを対象とし

た。

試料は1 解体後。各部位に分類して重量を測定し，試

料を調整した後電気炉にて灰化し 灰化物に王水を添

加して加熱酸分解を行し＼ろ過 ・定容後。 ICPAESま

たはMSにより。金属元素の測定を行った。

2.2 電池の重量推定

マンガンおよびアルカリ乾電池については．京都市拠

点回収施設等での廃電池サンプル調査結果 （平均重

量）】）を用いた。コイン型リチウム電池。アルカリホータ

ン電池。 PC用Liion電池携衛電話用 Li-ion電池につ

いては。本研究で分析対象とした電池 （表1）の平均重

量を求めた。Ni-Ml-I電池 Ni-Cd電池およびLiion電

池（PCや携帯電話用以外）については。貿易統計にお

いて把握で、きるI愉出入の1回数と重量から推定した値を重

量単位とした。

2.3 小形電池および小形電池内蔵小型家電の家庭内保

有や廃棄に関するネ y トアンケー卜調査方法

消費者がどのような小型家電製品や小形電池を保有－

廃棄しているのか，また守小型家電製品と小形電池の関

係がどのようになっているのかを明らかにするために，

小形電池単体と小形電池を使用する代表的な小形家電製

品を対象に。保有および廃棄に関する消費者の意識や行

動を調べた。

表2に本研究で行った調査の概要を示した。11政令

指定都市を中心に＇ 6.500人を対象に 年齢は20代から

60代までを均等になるように。アンケー卜調査を行っ

た。対象とした小型家電製品は，小形電池を使用する代

表的なもの9l重類（デジタルカメラ。ビデオカメラ

ンェーパ－.コードレス掃除機，コードレス子機I コー

ドレス電動工具．携帯電話l タブレット端末！ノートパ

ソコン）とした。対象とした小形電池は。家庭用に販売

されている「筒型の一次電池」「ボタン電池」「筒型の二

次電池」「二次電池のバッテリーパックJの4種類とし。

表l 分析対象と した小形電池の概要

No 電池種類 状態 山4完TC:守
電池全体 使用推奨王I"/
重量（g) 電池製造年江

1へ／］ A全I: 17.2 1988/12/1 

W2 A社 17.1 2CJ9/ 8 /l 
マンカ。ン

W3 
乾電池

B干上 17.8 2012/12/l 

W4 C社 95.9 2011/1111 

W5 D社 17.9 2010/ 6 /1 

1へ16 A社 22.7 2014/ 3 /1 

W7 A社 23.1 2019/ 9 /1 

W8 Et:t 22.5 2014/10/l 

一 アルカリ
W9 ;;;UIJ'.1也 Ft:士 24 1 2014/ 5 /1 

WlO GモI: 22.5 2011/ 9 /] 
ト一一ー一ー一一
Wll c f土 22.3 2012/ 9 /1 
Wl2 

廃製品
H社 22.5 2013/ 6 /l 

WJ3 B社 27.9 

一 Ni-MH 
Wl4 

電池
BU  25.9 

ト一一ーーーー一一
Wl5 A干上 25.8 

Wl6 I社 22.0 

Wl7 
Ni-Cd 

A主上 19.6 
ト一一ー一一一一 電池
Wl8 A全上 18.6 

記載なし
Wl9 コイン型 A干十 27 
ト一一一一一一一
W20 リチウム電池 J村 3.0 

W21 (CR2032) K相 2.9 

W22 アルカリ A社 1.8 

W23 ボタン電池 L全｜ 1.6 
ト一一『ーーー一 (LR44) W24 K社 19 

Ll M社 45.9 2011 

L2 Li ion電池 新品 A干士 44.6 2011 

L3 （ノートPC用） N f土 44.0 2011 

L4 廃製品 D社 19.6 2001 

LP! 18.8 2001 

LP2 18.2 2002 
ト一一一一ー一一
LP3 B社 16.6 2003 

LP4 16.6 20C6 
トー→一一一一一
LP5 17.7 2007 

LP6 16.9 2003 
トー一一一一一一
LP7 17.3 2004 

LPS N社 17.6 2005 
トーーーーー一 Li io口電池
LP9 
(flil帯電話用）

廃製品 18.9 2007 

LPlO 18.8 2008 

LPll 15.7 2006 

LP12 0社 16.6 2007 

LP13 19.4 2C'.l8 
トー一ーーー一一
LP14 16.5 2001 

LP15 D社 17.6 2C83 
ト一一一一一一一
LP16 17.4 2C'.4 

LP17 PU 16.5 2001 

※PCおよび携帯電話については！電池ではなくPCおよび携
帯電話の販売元
※Wについては使用推奨年.LおよびLPについては製造年

発電方式や電池サイズの違いは考慮しなかった。また 表3に調査対象とした各自治体における小型家電製品

自動車等に使用される大型の電池。 産業用の電池に関し および小形電池の回収分類を示す。小型家電製品につい

ては対象外とした。 ては 京都市においては 「小型家電製品」として！北九
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州市および福岡市においては「小型電子機器」について，

分別回収が行われているがそれ以外では 可燃ごみや

不燃ごみ！金属として回収 処理されていることがわか

る。また。小形電池については 各市によって筒型の－

. i),1.ll'.；池の回収分類は異なり ボタン電池。筒型の二次電

池に関しては 広島市以外は「販売店等での拠点回11又」

となっていることがわかる。

表2 アンケー卜調査概要

項 目 概要

目的
小形電池内政製品および小形電池に関する保有 ・

廃棄伏況を把握すること

実施期間 2012年3月13円～3月19日

方式 インタ ネy トアンケー卜

回答者年代 20代 30代 .40代 50代.60代から均等に

対象地域 計6.500 うち京都市約 1.000サ／プル。 10政令指
および 定都市 （札幌仙台，川崎横浜名古屋！大阪神
4ナンフ。Jレ 戸，広島北九州福岡）各約印Oサンプルその他

設問主主 29問

．デジタルカメラ！ビデオカメラ i シェーハ－.

コ ドレス掃除機コードレス子機 （電話）

対象
コードレス電動工具 携帯電話／タブレ y ト端

末 ノートパソコン

・電池単体 （一次電池 ボタン電池筒形二次官Z
｛也 二次電池のパyテリーパック）

設問内谷 保有状況や廃棄状況等

2.4 国内の家庭内保有されている小形電池個数の推定

本研究のアンケー卜結果をJ+Jv、て. i欠式により小形電

池保有価1数を推定した。

B,1=S，×Sbυ＋Obυ ）
 
l
 
（
 

Bυ 小型家電製品 i（対象製品以外は「それ以外」の
グル プとする）に用いられる小形電池（種類j)
の世帯あたり平均保有個数 （ 1~1 ／世帯） . 

S, 対象とする小刻家電製品 lの世帯あた り平均保有
台数 （台／世’措）

Sbυ 対象とする小型家電製品 Iに用いられる小形電池
（種類j）の一台あたり平均個数 （個／台）

Ob,, 単独で保有されている小形電池 （種類］）や，対
象製品以外の製品用の小形電池 （f:ffi類j）の世帯
あたり平均保有個数 （個／［止帯）

全国合計値は，世帯数：llを乗じて求めた。なお，推定

には次の仮定等を置いている。

・携帯電話， タフレット端末およびノートパソコンに

ついては， 1台あたり Li-ion電池がl個使用されて

いる

使用していない対象小型家電製品にも小形電池が含

まれている

・携帯電話とタブレット端末は同じ Liーion電池であ

る

－種類不明の二次電池や三次電池パックについては

表3 対象自治体における小型家電製品および小形電池の回収分類

小型家電製品 筒型 ボタン型一次電池！

デジタルカメラ ンエーパ一等小型不電 携帯電話 一次電池 筒型二次電池

札幌市 「不休ごみ」で4週に l回ステーション収集 販売店回収を推奨しつつ 「不燃ごみ」 分~lj回収

仙台市
「可燃ごみ」で週2回ステ ション収集

販売店へ 分別回収
※サイスがコ亡きいものは「粗大ごみ」

川崎市 「小物金属」の分類で月 2回ステーション収集 分別回収

横浜市 「可燃ごみ」で週2回ステーンヨン収集 販売店へ 分日IJI司11x

名古屋市
「不燃ごみ」で月 1国各戸回収 販売店へ （できない場合は不燃ごみ）

不燃ごみ
［モデル事業］20C9一2010，，三段に分別回収実施

［モデル事業l2CJ9年度より分別回収
京都市 ①公共施設等の専用回収ボ yクス ②イベント時の回収 拠出回収

※携帯電話については販売店でも良い

大阪市
「jjr燃ごみ」で週2回ステーション収集 （一部地械では「小物金属」）

拠点回収
※携帯電話については販売店を推奨

神戸市
「不問、ごみ」で月 2巨lステーシヨノ収集

不燃ごみ
※携帯電話については販売店を推奨

小型電子機器以外は「可燃ごみ」で週2回ステーション収集
※携帯電話については小型電子機碍回収，販売店を推奨

北九州市 ［回収実験l2008年度よ り小型電子機器の分りI）回収 家庭ごみ

。対象デジタルカメラ ビデオカメラ ポータブル AV機器小型ゲーム機 (or燃ごみ）

電子手帳類（シェーバー コードレス掃除機 子機電動工具は対象外）

。ホームセンター ス パ一等の回収ボ yクス

小型l電子機器以外は 「不燃ごみ」で月 li!'i]ステーション収集

福岡市 ※傍帯電話については小型電子機器回収 販売店を推奨 不燃ごみ

［回収実験l2010年度より 北九州市と同じ内容で展開

広島市 「不燃ごみ」で月 2回ステーンヨン収集 販売店回収を推奨しつつ「不燃ごみ」 分自lj回収
有害ごみとして市が回収

（販売店での拠点回収もあ吐

※自治体によって いい方が異なることがあるが？ここでは統一の表現とした

12 
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続~tiのわかっ ている二次冠池の割合と さ悲しく分布し

ていると仮定し電池パyクも電池と同じ扱いとし1

結果 （表9）において 補正値として示した

2. 5 囲内の家庭内保有されている小形電池に含まれる

金属量の推定

本研究の化学性状分析により把握された小形電池中に

含まれる希少／有害金属に着目しまた同じく本研究の

アンケー 卜調査より推定した小形電池保有数を用いて．

家庭で保有されている小形電池に含まれる金属量を推定

した。具体的には。次の式を用いた。各電池種目ljの重量

Wb1については，表4の値を用いた。

M1"=Db1×Cm1，×Wb1×10' (2) 

M,, 問内の家！廷で保有される小形電池 （種類j）に用
いられる金属hの髭（kg－金属k)

Db, 国内の家庭で保有されている小形電池 （種類j)
の合制個数 （個）

Cm,, 小形電池 （稜類j）に含まれる金属 hの平均濃度
(mgー金属／kg－小形電池）

Wb1 小形電池 (fj付属j）の霊長 （g/111!1)

また．推定にあたっては次の仮定を置いた。

ー重量が異なる場合でも 同じ電池種では金属の濃度

は等しい

ノートパソコンおよび携帯電話以外の Li一ion電池

中の金属は，携帯電話と同じ濃度である

保有している乾電池の種類はマンカン電池 アルカ

属を含んでいる。乾電池については Mnが 16～28%

と主要成分となっているが守NiやCu.Pb等も含まれて

いる。Ni-MH電池は Niが 33～44%と主成分となって

いるが Ndを26%.およびLaを17%含むものがあるc

また，Coが 5%程度含まれているほか Y. Zr. Ce. Pr 

Gd等も含まれている。NiMHには，ミッシュメタル

（複数のレアアースが含まれた合金）が用いられている

ことが知られており，，多種のレアアースは そこに含

まれていたものと考えられる。NiCd電池については

Cdが 21～26%.Niが 18%で主要成分となっている。

コイン型リチウム電池およびアルカリボタン電池につい

ては.Mnが約 2割で主要成分であるが Crや Ni.Cu 

も一定量含まれる。

Li ion電池については。Coが 4～43%. Niが 009～ 

25%. Cuが 4.7～25%含まれており 。Liが 1.9～5%で

あった。Coの含有が注目されているがメーカーによる

違いや経年変化は明確には見られなかった。

なお！表5に。小口らの小形電池実iP,lj濃度三｝およびイ

ギリス環境省が示す小形電池中濃度51も示した。レア

アース等の値は対象外であったが。主要な金属類に関し

ては類似した濃度であった。また パソコン本体や基板

中濃度ωも示したがそれらと比較すると。Co，問。 Cu

Au. Pb等において 小形電池中濃度は同程度もしくは

高濃度であることがわかる。

リ＝lL ボタン電池はコイン型リチウム電池 ア 3.2 小形電池に関するアンケー ト調査結果

ルカリボタン電池＝l lである 3. 2. 1 小型家電製品および‘小形電池の保有実態

・小型シール鉛蓄電池や酸化銀電池等は対象外とする 対象とした小型家電製品の保有台数に関する質問の回

答結果（平均）を表6に示した。これによると．携帯電

3 結果と考 察 話は各世帯に約 2台！デジタルカメラ守シェーハー，

コードレス子機 （電話）。ノートパソコ ンについては約

3. I 小形電池中の金属濃度 l台あることがわかる。ビデオカメラの保有は世帯平均

小1r~電池に含まれる金属類の分析結果を表 5 に示す。 0.55台であるが そのうち使っていないものが0.2台と

これによると 種類ごとにさまざまな有害金属や希少金 なっている。

表4 金属量推定に用いた電池重量

対象とした小型家電製品に使用されている電池の個数

および種類に関する質問の回答結果を表7に示した。個

数については．記入があった人に関する平均である。こ

れによると どの製品もおおむね約 l個の電池を使って

いることがわかる。電池の種類については？デジタルカ

メラおよびビデオカメラについては約6割がLiion電

池であるが。シェーパー，コードレス掃除機 コードレ

ス子機（電話），コードレス電動工具については。NiCd 

電池， Ni-MH電池，Liion電池がl～3割程度ずつ使わ

れており 。機種等によって異なる電池が使われているこ

とがわかる。なお！シェーバーやコードレス掃除機の平

均電池個数がl個以下となっている。また，電池の種頒

電池種類
電池全体

出＃l！等
重；号 （g)

マンガン乾電池 46.6 過去の使用済製品調査結果い

アルカリ乾電池 33.0 過去の使用済製品調査結果l

コイン型リチウム電池 2.9 本側究で分析した製品の平均重量

アルカリボタン電池 1.8 本研究で分析した製品の平均重量

Ni-MH 電池 65.9 貿易統計より算出い

Ni-Cd電池 47.1 貿易統計より算出＂

PC用Liion電池 38.5 本研究で分析した製品の平均重量

携常電話用Li-ion電池 17.5 本研究で分析した製品の平均重量

その他のLiio日電池 32.2 貿易統計より封一出け
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表5 小Jr;電池に合まれる金属類濃度 （mg/kg)

試料11v別 No Li Cr Mn Co Ni Cu y Zr Cd La Ce P1 日d Gd Dy Au Pb 
Wl ,19 170.000 7.0 42] 20.α）（） くl 32] l lO <I くl <I <I <I くl くi 510 
W2 ]IQ 180000 'i.6 15 24 く1 70 1.3 <l くl くl くl くl<I <I u削マノプIf/

電池
W3 110 160.00。 5.1 119 42 くl 138 <I <l <I <I <l <I <I くl 700 
日V4 37 170配3 <l 73 89 2.1 3:i 16 4.6 7.9 13 16 くl<l くl 560 
W5 130 l初ぽ）（） 5.5 68 58 <I 140 <l <I <I くl <I <l <I くl 旬。
W6 日7 240αJO 5.7 2.200 12000 くl 64 5.0 <I 34 <l 17 <I <l <l くl
W7 79 280.000 41 1旬。 13α）（） <l 150 <l <l 3.3 <I 1.7 <l くl くl くl
WS 26 25l000 4.6 2.100 15.000 <l 83 1.7 くl 18 <l <I くlくl くl くlアルカリ

屯I世
W9 40 260000 11 3.200 211000 <l 200 くl 1.2 LS くl くl <l くl くl くl
WlO 26 2500(旧 5.0 3700 19.00。 くl 140 14 <l 2.3 <l LO <l くl くl くl
Wll 22 240.000 3.8 2.100 12 （削 <l l7J 3.3 くl 2.8 <l 1.5 <l くl くl くl
Wl2 100 25J 000 4.6 2 300 13α泊 <l 41 くl 16 5.9 < l 30 <l <l くl 2.3 
Wl3 120 14αJO 46000 420 Q()(} l lO 2 100 170 l.7 170.COO 22.000 3 200 2.SJO 2.500 5.1くl 30 Ni-MH 

電池
Wl4 110 420 9.800 440.000 71 4.300 1100 54 200 49 8,:J 260匝）（］ 130 130 <l 2A 
Wl5 140 18.000 45αJO 330.000 210 3 400 55 8.5 76.飢泊 41.(目3 10.COO 25.000 6.700 26 <l 24 
Wl6 140 740 15.000 lSJ.000 37 5 24 250舵O 59 58 84 45 10くl くl 64 Ni Cd 

電池
Wl7 150 840 1.S:JO lSHJO。 66 13 140 250臥JO 25 l.3 くl 2.0 くl<l <l 1.2 
Wl8 120 730 5.000 180 000 41 <l 250 210.000 3.6 2.5 < l 3.2 くl<l <l 27 

コイン型 Wl9 - 86.000 220.000 97 54α） 430 ll 220 78 74 2.8 < l 2.5 <l くl 3.2 l.7 
リチウム W20 ［（旧.000 200 000 120 5.700 130 くl llO 5.5 く1 <l くl 95 < l くl くl くl
電池 W2l -l〔泊000 民泊008 840 45 000 1.600 くl llO 12 12 7.9 16 5.9 <l くl くl l.6 
W22 23.000 200.000 57 32.000 13.000 <l 80 <l 24 1.6 l.2 4.2 <l くl くl 30 ！主電 アルカ ＇）
W23 25.COO 18l000 290 37.Q(JO 31.(目。 <l 65 8.2 くl 8.4 くl 6.7 <l <l 

｛也類 ボタン電池 くl 46 
W24 150 lSJ.000 22 15 000 380 くl 53 4.6 12 4.7 15 63 くl 2 7 <l 65 
Ll 37.000 8.6 140 300.000 2.800 78.000 <l ,9 くi くl <I <l <I くlくl くl 14 

ノート PC用L2 35.000 1l 70 45似） 250.000 82.000 <l ll <l <l くl <l くl <l <l <I 34 
Li-ion 11;'.池 L3 34αJO 12 72 42.000 240 000 120 000 くl 3.9 くl くi <l <l くl <lくl <l 31 

L4 31.(泊。 2.2 3.0 260伎町 880 250以泊 <l <l <l <l くl <I <l <lくi くl <l 

LP! 19.000 8.4 l.200 160.000 27.000 87.000 くl 8.9 くl くl くl くl <l <l <l 70 1.500 

LP2 5日000 24 4 100 430.000 22.000 2211.000 くl ll くl くl <l <l くl <l 5.0 30 2.300 

LP3 20.000 20 2.1削 170α泊 30.000 85.000 <l 2.3 <l <l くl <l <l <l <l 52 940 

LP4 25.00。 7.3 790 200.000 18.000 120.000 くl 56 くl くl くl くl <l くl<l 87 190 

LP5 31以JO 16 570 260.000 8400 120.000 <l 52 <I <l <l <l <l <l <l 110 12:1 

LP6 24 Q()(} 14 S3n 200以JO 57.000 SJ.000 <l 3.9 くl くl <l くl くl くl<l 57 410 

LP7 24.000 16 1500 200.000 !U泊。 47 000 くl 3 l くl くl <l <l <l < 1 2.8 110 700 

LPS 27.0CO 19 720 230.000 23.000 93.似） <l 72 <l <l くl <l くl く1 5.9 180 1.300 
f再引：＇iil'.ili用

LP9 34.000 17 610 2割:JQ(JO 14日泊 110.000 <l 83 くl <l <l <l <l <I l.3 60 4.8 
Li一回n電池

LPlO 34000 9.7 610 270.0CO 24.000 91.0CO くl 41 <l <l くl <l <l く1 14 180 くl

LPll 21 （泊。 8.1 260 180.000 11000 54.000 <l 82 <l くl ＜］ <l <l <l <l 53 41 

LP12 32.000 9.3 740 270.000 9 200 110.000 く］ 44 <l くl <l <l くl く1 1.6 23 11 

LP13 33.000 8.5 940 270.000 15.臥泊 92.000 くl 57 <l <l <l <l <l <l 2.3 42 170 

LP14 23Q()(} 6.0 1.200 190.000 4.000 110.000 くl 11 ＜］ <l くl <l <I く1<l 69 1580 

LP15 24 000 12 930 190.000 16.000 78.000 2.3 5.7 <l 10 8.6 <l 1.6 くl<l 57 580 

LP16 25似） 6.0 1100 200 000 13αJO 72.000 27 3.6 <l 94 5.8 <I <I くI<l 45 890 

LPl7 27 C:JO 14 2.100 230.00。 14α旧日 100.000 <l 6.9 <l <I <l <! くl <I <l 120 360 

マンガン乾電池 。 0 170.000 。 。 。 。 。 一日 u泊。
小仁lアルカ ＇）乾電池 。 0 250.000 。 3加。 57 000 。 。 - 0 。

らの Ni MH電池 260 0 44 000 ll.000 210αm 。 0 25J.（削 一日 。

データ Ni-Cd電池 950 0 2C 000 36.000 420.COO 。 。 。 。 。

Li i叩電池 17.000 。 3.8 JO 170.00。 0 140.000 。 。 。 。

マンガン電池 。 150.000 。 。 。 1（旧O

アルカリ電池 。 -223 000 。 5.000 。 。

De fr a 酸化銀電池 。 一 20.αJO 0 20.000 。 。

データ Ni Cd電池 。 。 0 220αJO 150.α）｛） 。

Ni MH電池 。 10.00。 40.000 350.000 。 。

Li-ion電池 30.000 0 1 8~.000 。 。 。

デスクトyプ本体 0.9 1700 91 2.6 5.100 29 000 12 17 12 一れ00 13 1800 

PC デスクトyプ基板 9 33 160 25 2.670 159.000 110 16 110 100 120 15.日児

ノート型基板 8 221 l.3JO 40 5.300 170剛 1 280 <l 100 45, 310 8.580 

※小口らのデータについては。マンガン電池およびアルカリ電池は それぞれ3試料 （単一 単二 単三）の平均値である

については「その他」の割合も一定量あることがわかる。 対象とした小型家電製品への使用以外にも，小形電池

これらは。アンケート回答者が電池パック等の存在や種 は保有されている。そこで，その保有個数に関する質問

類を判断できなかった可能性もあると考えられる。 の回答結果を表8に示す。これによると，一次電池の保
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有が最も多く．製品 （対象小型家電製品以外）に入れて 3.2.2 家庭で保有される小形電池の指定例数

使用中のものと予備で置いであるものがそれぞれ約9個。 表 6～8に示した結果をIf]いて。小形電池保有個数を

合計約20個となっている。 推定した結果を表9tこ示す。また 小形電池の国内出荷

表6 小型家電製品の平均保有台数 （台／｜並帝）
(n=6500) 

f史えるが
壊れて

使用中 ↑史って
｛史えない

その他 合計
いない

テーンタルカメラ 1.21 0.27 0.07 0.01 1.56 

ビデオカメラ 0.34 0.15 0.05 0.01 0.55 

シェーノ〈ー 0.82 0.15 0.05 0.01 1.03 

コードレス掃｜徐機 0.25 0.05 001 0.00 031 

コードレス子機 （電話） 0.83 0.07 0.03 001 0.94 

コードレス電動一仁具 0.25 0.05 0.02 0.01 0.33 

携帯電話 1.92 0.19 0.13 0.05 2.29 

タプレ y 卜端末 0.14 0.01 000 0.01 0.16 

ノートノTソコン 119 0.19 0.11 001 150 

推定量として，国内生産量から輸出量を引き 輸入量を

加えた値］） も示した。ただしこの値は家庭のみではな

く事業用も含む総合計であること 年間のフロー量であ

ることに注意が必要である。なお 補正値は研究方法

で示したとおり，種類不明の電池を各種類に割りつけた

値である。

この結果によると！世帯あたり約 40個の電池が保有

され。 一次電池と二次電池が約 112ずつであることがわ

かる。全国合計では約 21億個と試算され，これを国内

出荷推定量約 27億個／年 11と比較すると，若干少ないが

同程度の値といえる。他方。電池種別に園内出荷量と比

較すると，大きく異なる点が見られる。まず一次電池で

は，同内出荷量の方が保有量の倍程度と多いが，これは

表 7 小型家電製品に使用されている小形電池の個数および種類

デジタル ビデオ コ ドレス コードレス コードレス
カメラ カメラ

、ノョιー－／、一一
掃除機 子機（電話） 電動工具

平均電池個数 （個／台） 1.46 1.22 0.91 0.88 116 1.29 

Ni Cd電池 16% 16% 25% 26% 30% 34% 

NiMH電池 1C% 12% 14% 13% 26% 17% 

Li ion電池 58% 55% 22% 20% 21% 22% 

小型シ－）レ鉛蓄電池 3% 3% 4% 6% 5% 4% 

その他 14% 13% 35% 35% 19% 23% 

表8 その他の小形電池の平均保有個数（個／世帯）

製品に入れて
現在入れている

予備で置いて
使用したことが 切れて使えな

平均f回数 電池との交換用 あり使えるが い消耗して その他
使用中

や充電中
ある

使っていない 使えない

一次電池 （筒状） 9.11 000 8.72 0.79 1.51 0.39 20.5 

ボタン電池 2.32 O.CJ 1.02 0.19 0.28 0 ll 3.9 

三次電池 2.14 1.61 0.93 0.19 0.11 007 51 

二次’屯池パyテリーパyク 1.31 0.52 0.19 010 0.08 0.04 2.2 

表9 家庭に保有されている小形電池

対象小型家電用 それ以外 合計 全国合計 ［補正値］合計 ［補正値］全国 同内出荷量

（個／ill：’市） （個／世帯）（個／世帯） （千個） （個／世帯） 合計 （千個） （千個／年）

一次電池 （筒状） 20.5 20.5 1.060.000 20.5 1.060〔∞ 2.019.496 

ボタン電池 3.9 3.9 203.000 3.9 203.COO 360.123 

二次電池合計（以下内訳） 9.6 73 16.9 877.000 16.9 877.COO 279 735 

Ni-Cd電池 1.6 1.6 82.600 2.8 145.COO 45 702 

Ni-MH電池 LO l(〕 54.400 1.8 95.500 147 912 

Li-ion 電池 2.8 2.8 144 OCJ 4.9 252 coo 86.121 

PC用Li-ion電池 1.5 1.5 77.8CJ 2.6 137.000 

携衛電話等用 Li旧日電池 2.5 2.5 127.000 4.3 223.000 

小型シール鉛蓄電池 0.3 0.26 13.700 0.5 24.100 

二次電池 （種類不明） 5.1 5.1 262.COO 

一次電池ノ、 yテリ ーパック （種類不明） 2.2 2.2 116.CDO 

合計 9.6 31.7 41.4 2.140.COO 41.4 2.140.0CO 2.659.354 
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家庭以外での手IJ)-jjが相当量ある可能性！家庭での利則に ごみや可燃ごみを指定している郁rl1では t それぞれが最

ついて消資者が正維に把j屋できていない可能性等が考え も多くを占める粘栄となっている。小型l家電製品等の分

られる。二次電池合計については。保有誌の｝jが3倍程 別白収を行っている引いIiについては北九州市では

度多いが これは 二次電池は使j「！期間や寿命が長いた l5%程度。京都「hや机岡市では約 l;Iii］が臼治体の小型

め過去に販売された製品が保有されていること 製品「1=1 家電製川等の回収に出したと答えているが その割合は

に小形電池が内蔵された状態で輸入され国内販売されて 高くなし、。現在のところ llK組開始からの年数が短いこ

いるものも多し山ことが理由として考えられる。 とや！訓「u機会が限定されているためと考えられた。
3.2.3 小型家電製品および小形電池の廃棄行動 小型家屯製品の廃棄時に. i［池をllY.り外したかを尋ね

対象とした小型家電製品の廃棄方法に関する質問の固 た質問の問答結果を凶3に示す。これによると守取り外

答結果を図lに示した。これによると。ま寸 デジタル したとする割合は l～3割程度で守それ以外は 内蔵し

カメラ ビデオカメラおよびコードレス電動工具が類似 たままのt-JI;,'I＇，であ ったことがわかる。この製品別の割合

した傾向であり，自治体の不燃ごみ大型ごみへのrn出 等は これまでの調査l将）と 同程度であった。取り外さ
と！小売店での引き取りが 2～3割ずつで主たるルー なかった理由としては。「取り外す必要はないと考えた」

トとなっている。シェーパ一。コードレス掃除機 コー 「取り外すことは考えもしなかった」が大半であり， 小

ドレス子機は，自治体の不燃ごみ ー大型ごみ排出の割合 型家電製品排出 回収｜時の小71手電池の位置つけを明確に

が3～4割と大きくなっているが，シェーパーについて し！周知を図ることが必要と考えられた。図内出荷推定

は可燃ごみ排出の割合も 3割近くあるのが特徴的である。 量に対する回収実績値から求めた小？｜手電池の回収率は3

携帯電話、タブレット端末？ノートパソコンについては 割に満たない （小形二次電池で 9%.一次電池で 30%,

小売店での引き取りが3～5害ljと多くを占めているが！ ボタン電池で01%.小形電池全体で 26%)1＇が そのー

ノートパソコンについては回収業者への引き渡しも 2害lj 因として 径類によっては7割近しりト型家電製品が自治

程度となっている。全製品について 自治体の可燃ごみ 休の可燃こみや不燃ごみ等にJ.Jl;tHされており，また処分

および不燃ごみとして排出されている割合を見ると される小型家電製品の7割以仁が小形電池を内蔵したま

シェーパーでは約7割。コードレス掃除機！子機電動 まり｜出されている実態が改めて確認された。既存の小形

工具で、手l]4～5割 テジタルカメラ。ビデオカメラで約 電池の回収システムを活かして回収率をあげるためには

3割。携帯電話やタフレット端末 ノートパソコンで約 小型家電製品からの小形電池の取り外しを呼びかけるこ

l～2割となった。 とが必要と考えられた。また その後のリサイクルフ

者rim（回収方法）の違いによる廃棄行動の違いを見る ロ一等によっては。小型家電製品とあわせて．もしくは

ために，デジタルカメラについて 11政令指定都市の 連動 （回収ボァクス等をセ y卜にするなど）させて回収

回答者の結果を図2に整理した。都市によっては存在し を促進することも有効と考えられる。なお EUにおい

ないルートを選択した回答者も相当数存在するが，不燃 ては WEEE 指令 （2002/96/EC）のもとで回収された

置自治体の可燃ごみ（京店ごみ 陸地ごみ） 園内1合体の不燃ニ’み ・大型ごみ . f1伯作の小型京電製品等の回収

図 小売店へ 圏 リサイクルンヨツフへ 口回収車すへ

図 知人友人に誤った 固 まの外の日11の場所にi世L、てきた その他

図l 小型家電製品の廃棄方法 （過去4年以内に廃棄経験がある人について）
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()% 10句6

デジタルカメヲ

ヒデコずカメラ

ンzーハー

コードレスMl'i＇同

コードレスナ惜

し包括）

コードレス111助」 !l

げ市屯叶hbn吋JJ
 

グプレ yト端ぷ

ノ ｜ノ、ゾコノ

Uヌりタトした

II Iiiり外寸 ι世ltftc、と毎ぇ 取り外さたカ・った

圏 吐えていたし、

図 取り外そうとしたが取り外せたかった

図 取り外寸ニEは巧えもレ九かった

ロその他

｜豆13 小型家電製／，,', l~t ~~ ll~jの屯池取り外 し

使用済m：子 託金¥f主作製品に内放される電池は 機出か
ら取り外された｜時点で新電池指令の対象となか 電池伽｜

別での｜百PIX. リサイクルが行われなければならないと さ

れている。

小形電池の廃棄ブ1it、に｜期する質問の｜口｜終結＊を図4に

不した。なお 小型家屯製品に内蔵されたまま院棄され

る電池はここに伶めないこととしている。また 各自ifr

休等における｜百l収方法の述い （特に一次電池）によって

排出ルートの｛頃向が異なることがわかっている llが！こ

こでは全体平均を示した。これによると 自治体の可燃

ごみや不炉、ごみ ー大型ごみとして付｜出される割合が

3～4割強あることがわかった。

3.2.4 小Jf;・m:i也の阿1/X.システムやリスクに附する認知l

や意識

使用済屯池の自宅での保管や処分行動について尋ねた

質11¥Jの問答結栄を｜五15tこ示す。これによると。使肘済に

なると 少量でもできるだけすくに処分する人と ため

ておいて処分する人とがいl収l主であることがわかる。ま

た まとめて処分する際には，分日IJしながら種類別に処

分すると阿符した人の割合が多くなった。ただし。ボタ
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10°0 20・~ :.W0o . .&Q0自＇＂目。 li0°o 70°0 8ll0。 90。。 100°.

次屯池 （筒状）
（，，＝可780)

ボタン？直也

1 .. =1 125) 

二次世池
(o=l C¥3巧）

二次世池ノ〈ッテリー
ノミック
(n=I 220) 

隠 自治体の可燃ごみ（京隠ごみ 普通ごみ） 図 日治体仰木燃ごみ大型ごみ 国 自治体的小型家電製品等の同収

図自治体の蛍光廿 乾電池等の有害ごみ 圏 回収拠点 （電気店等） 口回収拠占（公共施設）

国 その他

図4 小形電池の廃棄方法 （過去4年以内に廃棄経験がある人について）

口 使用済になると少盆でもできるだけす
〈に処分する

． 使用漢になったものは種類別にためて
おいでまとめて種額別に処分する

ロ使用茨になったものはまとめてためて
おいで まとめて分別せずに処分する

図 使用漢になったもの＂＇・ま とめてためて
おいて！分別しながら種類別に処分する

図使用演になったものはまとめて家庭
に置いておく（処分しない）

巴 使用茨になったものはどこかに適当に
置いてお〈

日その他

図5 使用済電池の自宅での保管や処分行動
(n=65〔D)

ン電池や小形三次電池については筒型一次電池と同様の

捨て方をされる傾向がある＂ことが示唆されており 実

際に種類別の処分方法を把握し実践してもらうために

は。そのための周知や誘導策が必要と考えられる。

小形電池に含まれる可能性のあるカドミウムや鉛の存

在や有害性 （環境負荷） コパル 卜等のレアメタルの存

在や資源性 （希少価値）について 1 認知や関心に関する

質問の回答結果を図6に示す。これによると。希少性よ

り有害性の方が認知1は高かったものの，認知度は3割強

であること いずれも 7割前後の人は関心をもっている

ことがJっかる。

小形二次電池について。回収 リサイクルに関する法

律やシステム （製造業者等による）の存在について認知l

を尋ねた質問の回答結果を図7に示す。これによると！

認知は3～4割となった。

小？｜手電池回収ボックスの写真を示し l年以内に見かけ

たことがあるかを尋ねた質問の回答結果を図8に示す。

これによると！小71'~三次電池回収ボ y クスについては約

25%.その他については l割強の人しか見ておらず。とれ

も見たことがない人が6割以上となっていることがわかる。

回収ポ 1クスの存在認知による廃棄行動への影響を検

討するため。凶4に示す結果について，各電池の回収

(% 20日 ~0% 60% 80% 

希少ft

• ¥11っていた し！｜引心もある 図 x11らなかったが ＇ 1i1心はある

・ 知っていたが ｜目心はない 図知らなか ったし関心もない

図6 小7f~電池の有害性や希少性金属に関する認知や関
心 （n=6500)

。% 20% 4mん 60% 80% 100% 

小115次電池リサイクノレの/Lil’

小lf5次1也池の1"14~ リサイク／レ

爾知っていた 図 知らなかった

図7 小形二次電池リサイクルの法if.システムの認知
(n=6500) 

小形二次電，也回収ボッヴス

ボヲン電池田収ボッヴス

小形一次電池（使い捨て乾電池）

回収ボックス

その他

どれも見たことがない

0 10 20 30 40 so 60 70 

図8 各種電池田収ボックスを見かけたことがある人の
割合 （%）(n=6500) 

ボックスを見かけたことがある人とない人に分けて整理

した結果を図9に示す。これによると，回収ボッ クスを

見たことがある人は4～6割の人が回収拠点に出してお

り 見たことがない人が2～3割であることに比べて明
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小：JI三＇il11也の金属量：推定とそのJg立葉行動に｜射するliJf先

血盟盟物務物瀦彫初級r輔霊童－I
ことあり一回膨務廻彫物務F轄輔轄欝轍：；二三

園内治体の可燃ごみ（朱出ごみ 普通ごみ） 図 内治体の不燃こ’み大引ごみ ．円治体的小型＇.＇4屯製品咋の回収

図自治体の蛍光官・乾15:池唱の有吉ごみ 圏 回収槌点（屯気店咋） 口問収拠阜（公比施設）

国 その他

l0% 2(]% 3伊% -!0% 50% 60% 70% 8C% 叩% Iα）% 

司自治体の可燃ごみ（家庭ごみ十普通こみ） 図 自治体の不燃ごみ 太引ごみ ． 自治体の小型家電製品等の凶収

図 自治体の蛍光官 乾危池？？？；の有害ごみ 圏 回収拠長（電気店咋） 口回収拠在（公共埴設）

巴 その他

聞円治体の可燃ごみ（家雌ごみ 普通ごみ） 図 円治体の不燃ごみ 大型ごみ ． 白治体的小型五屯製品時の回収

図 自治体の蛍光明 。乾電池咋の有害ごみ 圏 回収拠担（屯気店叩） 口［uJ収拠庶（公JI,：施設）

回 その他

図9 各回収ボックスを見たことがある人とない人における廃棄行動の違い
（二次電池パックも類似した結果のため ここでは割安した）

277 

らかに大きな割合となった。 これよ り。回収システムや 示す。 これによると Li. Co. Ni. Cdについては 家庭に

意義の認知に加えて，回収ボックス等をより 目立つ形で 保有されている小形電池に寄与するものも相当量となっ

配置するなどの工夫が必要と考えられた。 ていることがわかった。具体的な例をあげて現在のフ

ロー量と比較すると， Liについては， 2010年の国内需

3.3 家庭で保有される小形電池に含まれる金属推定量 要量は 3.000ton 11 電池への国内需要量は 2.000ton いで

表5および表9の結果を用いて推定した家庭で保有さ ある。家庭内で小形電池として保有される量 （以降。家

れる小形電池に含まれる金属量の推定結果を 表 10に 庭内保有量）は約 516tonと推定され。国内需要量の

表 10 家庭で保有されている小JI＇；電池に含まれる国内の金属推定量（ kg－各金属）

電池航JJ! Li Cr Mn Co Ni Cu y Zr Cd Lζl Ce Pr Nd Gd Dy Au Pb 

マ／ガン乾Hi池 0 216] 4.210.C[ j 110 3.100 lC j肌JO 10.4 3.450 560 22.8 39.2 6.44 793 。。0 17.SrJ 
アルカリ乾電池 。978 4 440 ()Cj 97.3 43卯O 261.0伐） 0 2.130 28.6 43.l 53.4 。223 。。0 5.77 
コイン1い

0 27.924 GO.SOC 1(3 5480 211 0.107 43.0 8.27 1.89 l.C4 0.150 175 。0 0.312 0 32 
リチウム11til!!

アルカリボタン
0 2920 33.卯O 22.4 5.C90 2.6凱） 0 12.2 0.776 0.218 0.891 0.982 448 。。0 8.55 

電池

Ni MH電池 。777 68 00。2120〔日 2.500.000 821 20.6 J 2.78J 32.7 517.0（泊 132.00C 294CJ 6[4.000 196JO 338 0 617 
Ni Cd屯池 。日34 5 260 49 7α） 1.230.000 328 41.7 943 l E40αj 148 123 19.1 114 22.8 。。210 
PC用 Li-ion

182.0CJ 44.5 375 851 CJC 650.00C 697.000 0 150 。。。。。。。。104 i'l¥'.1血

t特有電話用
109 ooc 49.4 4.630 s:12.ooo 72.6α） 388.000 115 92.9 。4.45 3.30 0 0.367 0 4.66 3C9 2.530 Li旧n電池

その他の
226.CJO 103 9.650 l 8以）肌JO 15川∞ 8C8 000 2.39 Liつonj［池 193 。9.27 6.88 0 0.765 0 9.70 643 5.260 

合計 516.000 35.900 8.830α）（） 3 SSD.000 4.660.0C 0 2.26J ooc 20.6[]() 9.7引） 1.640.COO 517.0CO 133.CJC 29 500 60・1 ooc 196肌） 353 日5226.000 
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2～3 jifljに+II当するのCoについては 2010 iJーのl:til1人J 'ii~＇ W

biは l2.000¥Oil I• うち泡池への｜主｜内需要量は 9.500

ton 1＇である。家庭内保有量は約 3.900tonと判定され

同｜人l市安量の3～4割に相当するoNi については 2010 

ii'-のJ'lil内市安記は 49.000ton 11. 電池への｜正l内需安畳は

2JCO ton ｝である。家庭内保有量は約4.700tonと推定さ

れ これは NiJJIJ 内需以量の l 割程度，電池への国11~1希

望Ei誌の倍程度となっている。Cdについては 2010年の

｜主｜内需要量 （そのほとんどがNiCd 電池用）は約 1.800

ton 1＇である。家庭内保有量は約 1600tonと推定されI

国｜人J[T,＇；安孟と間程度の値となっている。Auについては

2010 11の国内需要量は約 120tonいである。家庭内保釘

訟は 0.95tonと推定され 同内需姿量の 1%弱！うち電

気機器等への需要60tonの1%強の値となっている。

その他のレアアースについて 2010年国内需要量，，に

対する本推定量の関係は。Yは 1.500tonに対して 21

ton. Zrは21.000tonにおjして 9.8ton。Laは3.850ton 

に対して 520ton. Ceは 11.500tonに対して 130ton. 

Nd は5.500tonに対して 600tonとなった。

本研究では 家庭内ストック量と年間需要量の比較に

よりポテンシャルの大きさをイメーシしているが 各機

掃の寿命分布を考慮した？より詳細なフロ一分析を行わ

ねばならないことはいうまでもなL、。加えて 家庭で保

有されている小形電池のみを対象としたが それ以外の

）｜］途等も含めると，さらに多くの金属が小形電池に含ま

れて存在している。その中には 希少金属や有害金属も

相当量含まれることがわかり 1 これらの回収 リサイク

ルの促進策を検討することは重要と考えられる。

3.4 小形電池の回収リサイクルに向けた今後の課題

これらの結果を受けて！小形電池の回収リサイクル促

進を検討する意義が。有害性および希少性のある金属の

存在から慌認されたが 同 ll~jに 小型家電の流通 ー使m
やI~在来と強く関係していることから l ノj、出家電回収リサ

イクルのデザインとあわせて検討する必要があると考え

られた。

EUでは WEEE指令においても 1 有害物質を含む部

11111や基板等とともに電池類については 取り外して適

切な回収 リサイクルを行う品目にあげられており。新

電池指令を含めて。次のように明記されている。

WEEE指令のもとでl発電気電子機(,ifとともに集め

られた電池についても 取外した後 新電池指令の

もとでリサイクルを行わなければならないこと

－原則としてi 電池および蓄電池は容易にかつ安全に

収外しできなくてはならないこと

この背景としては 電池およびWEEEのfillii制度とも，

lJ t芸者w仔をベースとした｜函｜収リサイクルシステムと
なっており. t主任主体や負担を｜リHiltにして運用するため

には必然、的な撚理であると考えられる。ただし。消費者

に対して製品からのlJ＂；（り外しをとの程度周知しているか

実際に回収されたもののうち WEEE指令で回収され

たものに由来する電池がどの程度かといった実態而の情

報は何られず今後調査が必要な＇・＇＇・と考えられた 。

他方．日本において検討されている小型家電製品のリ

サイクルシステムは， 4ト産者責任がベースとなったもの

ではなく 1 また！小形電池についても現状では自主的な

取り組みを促す＃11！度である。小型家電製品とー休的に回

収リサイクルを行う側面はあるが？その有効性に関して

技術や資源問収の側面からの検証が必要となる。その検

証や議論に要する時間にもよるが 現時点のシステムに

おいては 小型家電製品の処分時には 小形電池を取り

外し小形電池回収へ排出することを消費者に周知させ

ること 小型家冠回収時に内蔵されている小形電池の位

置づけ（取り外しの必要性や処理責任）を明らかにする

ことが責安と考えられた。

4 おわりに

今回の調査により 次のことが明らかになった。

1 ）小形電池には 種類ごとにさまさまな希少金属や

有害金属が含まれることがわかった。特に

Ni MH 電池は Niが33～44%と主成分となって

いるが.Ndを26%.およびLaを17%含むものが

あった。また Coが5%程度合まれているほか，

ミッシュメタルに由来すると考えられる Y.Zr. 

Ce. Pr. Gd等も含まれていた。

2）小形電池等に関するアンケートの結果！主要小型

家電製品とそこに使われる電池磁の把握を試みた。

その結果を）日し、て！家庭で保有されている小形電

池の↑回数を推定した結果， ｜世帯あたり約40個の

電池が保有され。 一次電池と二次電池が半分ず、つ

程度であることがわかった。

3）小型家電製品の廃棄行動については。自治体の可

燃ごみおよび不燃ごみとして持｜出されている割合

を見ると。シェーパーでは約7割．コードレス掃

除機子機電動工具で約4～5制。デジタルカ

メラ！ビデオカメラでより3苦リとなった。さらに，

廃棄｜時の小形電池の取り外しについては， l～3

割の人しか行っていないことがわかり i 小形電池

田収における課題であることが改めて降認された0

4）小形二次電池の回収リサイクルに関する法律やン

ステムの認知l支は 3～4制？小7f；電池田収ホ、ツク
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t:{'; 6 +1・ pp. 412-,125 (2011) スを見たことがある人は l～3告ljf]Bとなり 小Ji三

aj'.池を取り外して処分している人のうち拠d山恒｜収

に出している人は2～4剖となった。岡11:-z-1ミック

スを見たことがある場合， 4～6筈ljの人が使用済

小1r；電池の拠点回収に協力していることも明らか
となり 回収システムの周知や回収拠.1＼の明示が

重要と考えられた。

2) 小1lil::YL 川崎利宏 （（＼.）~［益法、 irliU'l j在、｜’ 使！日前み

小形111；也に含まれる金l!ii.類の同JI{ jl+'ff 械化対策検討

のための i'iilr,!i~i 自と水質汚染｛佐右負荷の許（tlli . 環境科

学会誌第 17"it.第6+! pp.419-429 (2004) 

5）家庭で保有されている小形電池に含まれる金属量

を推定すると Li. Co. Niは年間国内需要量の

I～4割.Cdは間程度にあたり その他に含まれ

る幅広いレアメタルの存在も含め！同収 ・リサイ

クル促進を検討する意義が的認された。

今回の結果を受けて小形電池の回収リサイクル促進

を検討する意義が．有害性および希少性のある金属の存

在から確認されたが同ll~I に小型家電の流通 ・ 使用や廃

棄と強く関係していることから？小型家電回収リサイクル

のデザインとあわせて検討する必要があると考えられた。
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Abstract 

The objectiv巴ofthis study was to acquire fundamental knowledge to be incorporated in the establish 
ment of an environmentally friendly system for collecting and recycling small batteries in Japan. We 

conducted both a chemical analysis of small batteries. as well as a consumer questionnair巴onusage of small 
batteries in home electric applianc巴sand behavior sun ounding battery disposal. Using the results. we 

estimated th巴amountof metals found in th巴5巴small,domestic use batteri巴S

We concluded that various metals. including rare metals. are contained in the small batteries. As a r巴suit

of the consum巴rQU巴stionnaire.it became clear that 70% or more of the small batteries are not being removed 
when small home electric appliances are finally disposed of. The survey also revealed that recognition of the 

law and system for collection and recycling of small rechargeable batteries is approximately 30-40% 

Moreover. when the amount of metal contained in home use small batteries was巴stimated.amounts were 
equival巴ntto 10-40% that of the annual domestic demands for lithium. cobalt. and nickel and home-use 

cadmium is comparable to the annual demand. This study clearly shows the importance of establishing prop-

巴rcollection and recycling systems to recover these resources 

Keywords small battery, small electric appliances. collection. rare metal. quest1onnaJre 
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